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【１．重大事故情報＝２件】（１０月３日～１０月８日分） 

（１）トラック運転者のひき逃げ等の疑い逮捕 

   ～事故が起きたときの負傷者の救護義務の指導・監督の徹底を！～ 

 

 １０月３日午前６時１５分頃、愛媛県で狭くなった路側の道路標識にミニバイクが当たり転倒し

たところ、香川県から愛媛県西条市に向けて走行していた大型トラックの後輪と接触する事故とな

ったもの。 

 なお、大型トラックの運転者は、何かに当たったと感じるも、そのまま立ち去った模様。 

 この事故により、ミニバイクの運転者は死亡した。 

 １０月４日、警察は、大型トラック運転者を道路交通法違反（救護義務違反）及び自動車運転過

失致死の疑いで逮捕した。 

 

 

（２）タクシー運転者の飲酒運転等による追突事故 

   ～運転者に対して、運行前には必ず事業者等が行う対面による点呼を受けなければならない

ことの徹底を！～ 

   ～運転者に対して、飲酒運転・酒気帯び運転は犯罪であることの再認識の徹底を！～ 

 

当該タクシー会社の運転者Ａは、１０月２日に点呼を受け出庫後、同日午後１１時頃に同会社の

別の運転者Ｂと無断で乗務を交替し、交替した運転者Ｂが当該タクシーを乗務していたところ、１



 
０月３日午前２時１０分頃、愛媛県で交差点にて停車していた個人タクシーに追突し、その後後退

し、後続の軽自動車に衝突したもの。 

この事故によるケガ人はなかったが、その後の警察の調べにより、当該タクシー運転者Ｂの呼気

よりアルコールが検出され、当該タクシー運転者Ｂは道路交通法違反（酒気帯び運転）の疑いで逮

捕されたもの。 

なお、当該タクシー会社は、勤務途中において同社の運転者同士が無断で乗務を交替しているこ

とについては、把握していなかったとのことである。 
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【２．「重大事故情報」のその後】 

  ＊以前にこのメルマガで紹介した重大事故情報のその後の情報をお知らせします。 

 

（１）タクシー運転者酒気帯び運転逮捕（７月１８日） 

    

＝事故概要＝ 

７月１８日（土）１６時頃、新潟県で乗客１名を乗せたタクシーが右折しようとしたところ、対

向直進してきた二輪車と衝突した。 

この事故により、二輪車の運転者１名が軽傷を負った。乗客にけがはなかった。 

その後、タクシー運転者から呼気０．５ｍｇ以上のアルコールが検出され、現行犯逮捕されたも

の。 

 

＝その後の情報＝ 

警察は、自動車運転過失傷害及び道路交通法違反（酒気帯び運転）で逮捕、その後の調べにより、

道路交通法違反（救護義務違反）も判明した。 

１０月５日に新潟地方裁判所において判決公判があり、運転者は、懲役１年６月、執行猶予４年

（求刑・懲役１年６月）が言い渡された。 

 

 

（２）トラック運転者酒気帯び運転の疑い逮捕（６月２４日） 

 

＝事故概要＝ 

６月２４日午前５時４０分頃、京都府でトラックが信号待ちをしていた軽乗用車に追突し、更に

衝突の弾みで前方車両が次々に衝突し、計６台が関係する事故となった。 

 この事故で、軽乗用車運転者が重傷を負い、ほか３名が軽傷を負った。 

 事故後、当該運転者を調べていたところ、呼気１リットル当たり０．１５ミリグラム以上のアル

コール分が検出されたため、当該運転者は、道交法違反（酒気帯び運転）の疑いで、逮捕されたも

の。 

 報道によると、当該運転者は、「前夜、発泡酒と焼酎、ウイスキーをそれぞれ数杯ずつ飲んで寝

た。」と供述している模様であった。 



 
 

＝その後の情報＝ 

その後の調査によれば、事業者は、２４時間対面による点呼を実施する体制を取っておらず、午

前６時から対面による点呼を実施していた。また、アルコールチェッカーを導入していたが、事故

当日の午前４時半頃、電話による点呼を実施し出庫していたことから、アルコールチェックを使用

した飲酒の有無を行っていないことが分かった。 

 

～運転者に対して、夜間であっても出発時、帰庫時には、必ず対面による点呼の実施を徹底して

ください。～ 

 

 

（３）海上コンテナを積載した大型トレーラの横転事故（８月２２日） 

 

＝事故概要＝ 

８月２２日午後２時４０分頃、熊本県で海上コンテナを積載した大型トレーラが交差点の緩やか

な左カーブを走行していたところ、バランスを崩して大型トレーラの荷台部分が横転、積み荷の海

上コンテナが反対車線を塞ぐように落下し、乗用車１台が海上コンテナの下敷きになるなど計７台

が事故に巻き込まれた。 

 この事故で、下敷きになった乗用車の運転者など計５名がケガを負った。 

 コンテナの中には、タイヤ（約１７ｔ）が積載されており、報道によると、事故当時、当該大型

トレーラは、スピードを出し過ぎたため左カーブを曲がり切れなかった模様。 

コンテナの前側２箇所については、緊締装置のロックがされていない様子が報道されていた。 

 

＝その後の情報＝ 

その後の調査によれば、事故当時の速度は制限速度を大幅に超える６８キロで交差点に進入して

いることが分かった。 

 

～コンテナ運転者に対して、安全な速度での運転、特に交差点内では徐行の徹底、緊締装置の確

実なロック等を徹底してください。～ 

 

 

（４）コンテナを積載した大型トレーラの横転事故（８月１７日） 

  

＝事故概要＝ 

８月１７日午後２時４０分頃、横浜市でコンテナを積載した大型トレーラが走行中、ハンドル操

作を誤り横転した。 

 この事故によるケガ人はなかった。 

 コンテナは、空であった。 

大型トレーラは、片側３車線の第一（左側）通行帯を走行していたが、車線を間違えたのに気付

き、あわててハンドルを切ったところ横転したとの情報もあった。 



 
 

＝その後の情報＝ 

その後の調査によれば、事故当時は運転者の単独乗務の初日であり、地理に対しても不案内であ

ったために道を間違えて慌てて急ハンドルを切った事による横転事故であることが分かった。    

 

～コンテナ運転者に対して、急ハンドルの厳禁、道路や交通状況について把握させる等を徹底し

てください。～ 

 

 

（５）工事現場にトラックが突っ込む（６月２３日） 

  

＝事故概要＝ 

６月２３日午前１０時頃、福島県で中型トラックが道路工事現場に突っ込み、作業員６人を次々

に跳ね飛ばした。 

 この事故で、跳ね飛ばされた作業員６人のうち、４人が死亡した。 

 中型トラック運転者は、自動車運転過失傷害で逮捕された。 

 報道によると「積み荷を降ろしたあと、１時間足らずの休憩で帰路に就く勤務を毎日のように続

けたことによる居眠り運転だった疑いが強いとみている」との情報もあった。 

 

＝その後の情報＝ 

その後の調査によれば、運転者は会社の休日等を利用してアルバイトを行っており、事故当時、

当該運転者が居眠り運転状態だったことが分かった。 

 

～運転者に対して、過労等による集中力の欠如等の心理的要因が交通事故を引き起こすおそれが

あることを理解させ、安全な運行を第一に考え、運転中に眠気を感じたときは運転を中止し、

休憩や睡眠をとること等を徹底してください。～ 

 

 

（６）トラックの路肩衝突死亡事故（８月１日） 

  

＝事故概要＝ 

８月１日午前４時２０分頃、岩手県で路肩に止まっていた乗用車のそばにいた男性２人が大型ト

ラックに撥ねられた。 

この事故で、男性２人が全身を強く打って死亡した。撥ねられた男性２人は、乗っていた乗用車の

タイヤがパンクをしたため、路肩に車を止め、外に出て交換作業をしていたところ、そばを通った

大型トラックに撥ねられた。 

 

＝その後の情報＝ 

その後の調査によれば、運転手の居眠り運転で路肩に止まっていた自動車に気が付いていなかっ

たことが分かった。 



 
 

～運転者に対して、安全な運行を第一に考え、運転中に疲労や眠気を感じたときは運転を中止し、

休憩又は睡眠をとること等を徹底してください。～ 

 

 

（７）大型トレーラの追突事故（８月２５日） 

 

＝事故概要＝ 

８月２５日午前７時５０分頃、鹿児島県でスクールバス（自家用）に大型トレーラ（粉流体運搬

フルトレーラ）が追突し、その弾みで、スクールバスが前方の乗用車に追突した。 

 この事故で、スクールバスの乗客１６名と追突された乗用車運転者の計１７名が軽傷を負った。 

 大型トレーラ（粉流体運搬フルトレーラ）運転者は、前方を注視していなかったとの情報もあっ

た。 

 

＝その後の情報＝ 

その後の調査によれば、前方の乗用車が道路脇から出てきた自動車に進路を譲るために停止し、

スクールバスも続いて停止した。大型トレーラの運転者もこれに気付き減速をしたがバスのストッ

プランプが消えたのでスクールバスが加速を始めたと思い、大型トレーラが加速を始めた時に対向

車が知人であったため脇見運転をし、追突したことが分かった。 

 

～運転者に対して、脇見運転は絶対に行わないこと、速度に適した車間距離を取る等、安全な運

行を心掛けるよう徹底してください。～ 
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【３．鉄道事故情報＝１件】（９月１３日分） 

（１）車いす使用者のホーム転落死亡事故 

   ～乗務員が介添えを行う場合には、車いすが車内での動揺、バスターミナル等での傾斜等に

より動き出さないように車いすにストッパーを掛ける等、乗客への適切な配慮の徹底を！

～ 

   ～バスターミナルの傾斜等を点検し、必要な場合には、柵等の手だての検討を！～ 

 

９月１３日（日）１６時３０分頃、エレベーターで改札階からホーム階へ上がってきた車いす使

用者と付き添い人がエレベーターを降りた際、付き添い人が車いすから手を離した折に、車いすが

動き出して線路上に転落した。車いす使用者（８１歳女性）は、救急車により病院に搬送されたが、

９月１４日（月）１９時頃に亡くなった。 

 ホームは線路に向かって２．５％の下り勾配（こうばい）となっていたことから、本事故の対策

として、当該鉄道会社においては、エレベーターの出入口付近に、転落防止のための柵等を設置し

た。 
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【メールマガジン「事業用自動車安全通信」】 

発行 国土交通省自動車交通局安全政策課 

    ＊このメルマガについてのご意見は、＜jiko-antai@mlit.go.jp＞までお寄せください。 

よくある質問（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/anzenplan2009/faq.html ） 

自動車交通局ホームページ（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/index.html ） 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


